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1本実証の背景

◼ カーボンニュートラル社会に向けて加速化する動向、PV設置場所の枯渇を鑑み、都心への
ペロブスカイト太陽電池(以下、PSC)導入が拡大すると予想

◼ 本実証事業では、都心ビル壁面のポテンシャルに注目。設置方法等を検討し、新築高層ビ
ルにおいてフィールド実証を行う

◼ 実証期間：2025年1月23日～2029年3月31日(予定)

カーボンニュートラルを踏まえたマクロトレンド認識

⚫市場機会
• 山林を切り崩した野立てPVは増加が見込めず、PV設
置場所の枯渇化が進行。都心ビルの建替に際し、PSC
導入の市場機会が拡大すると想定

⚫社会・顧客等に与えるインパクト
• PSCの特徴(軽量・柔軟)を活かし、これまで設置するこ
とが難しかった壁面や、荷重制限で置けなかった屋根に
設置が可能となる。
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• 耐震性能・荷重の問題で設置できなかった屋根へのPV設置
がポテンシャルとしては、最大と想定

• 本実証事業では、設置面積のポテンシャルは高いが、実現
可能性が屋根よりも低い外壁・窓をターゲットに実証を行い、
PSC設置の実現可能性を高めたい

設置面積のポテンシャル

※発電量ポテンシャルの大きさはイメージ
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2本実証のフィールド

◼ 本実証フィールドとして、2028年度竣工となる
「内幸町一丁目街区南地区第一種市街地再開発事業」のスパンドレル部内へPSCを
敷設し、実環境下での測定を実施し有効性を検証する

※2023年11月15日
ニュースリリースより
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3本実証の検討内容

＜スパンドレル部内へのPSC設置イメージ＞

スパンドレル部内に設置

【課題】
・高層ビル壁面へのPV設置にあたっ
ては、主に以下の課題解決が必要
✓ 耐風圧および防水
✓ 意匠性
✓ 設備更新(窓交換)
✓ 発電量の最大化

【対応方針(現時点)】
・スパンドレル部内に、屋内から
PSCを設置することで、設置・交換
が容易となる工法を発案
（特許出願済2024-173756 ）
・耐風圧および防水や意匠性につい
ては、一定の確保が完了。

＜PVの壁面設置方法の改良＞

【GI基金での検討内容】
・本実証においては、スパンドレル部
内へのPSC設置に向けて
①設置および更新方法等を検討
②性能評価を行い、実際の
超高層ビルへ実装・実証を行う

◼ ビルのスパンドレル部内に屋内からPSCを設置することで、設置・交換が容易となる工法を発案
◼ 本実証では、スパンドレル部内への設置に伴うスパンドレル設計やパネルの形状や仕様の検討をし、
最適な仕様を検討する

◼ スパンドレル部内での発電量等の計測により、発電に与える影響について各種因子を分析し、発電
性能評価を行う
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4開発目標・開発項目

研究開発項目
研究開発項目

KPI

高層ビル壁面に発電機能を付与することを目的に，建物壁面の機能（意匠性や耐風圧性
能など）を損なわずに、従来型壁面PVよりも効果的なPSCの設置及び更新方法および発電
量評価手法を検証する

アウトプット目標

• 設置及び
更新方法の実証

１

設置環境での
発電性能評価

２

高層ビル壁面へのPSC設置
及び更新に係る実証

KPI設定の考え方
スパンドレル部内へ室内側からPSCシー
トを設置する方法をPSCモジュール形状
等の最適化により、ガラス一体型太陽光
と比較してLCC※1で10%以上の有効
性を確保する

スパンドレル部を利用したPSC設置方法につい
て，1モジュール設置に要する人工・作業時間
を検証する。また，さらなる作業性向上に資す

る建物納まりやPSCモジュールの施工性，将
来の更新作業方法を確認する。

研究開発内容

発電性能評価手法の確立にむけ、実際
の新築高層ビルスパンドレル部内にデー
タ取得環境を構築し、温湿度、日照条
件と経年劣化等がPSC発電量に与える
発電性能評価手法を確立し、評価誤
差20%以内を達成する

経済性や寿命判断を行うための定量的な発
電量評価を可能とするため、スパンドレル内の
諸環境が発電性能に与える影響についてデー
タ(温湿度)を取得し、評価する。

※１ LCC：Life-Cycle Cost(50年間、初期投資及び更新費用)

◼ 研究開発内容として①「設置・更新方法の実証」、②「設置環境での発電性能評価」を設定
①設置更新方法の実証については、PSCモジュールやスパンドレル部形状の最適化により、
ガラス一体型太陽光と比較してLCCでの有効性を検証
②設置環境での発電性能評価は、発電性能評価手法の確立を目標にモックアップ、新築高層ビル
スパンドレル部内にデータ取得環境を構築し、発電性能評価の検討を行う
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5研究開発項目・内容①「設置及び更新方法」の実施内容

（課題）
1．実績のないスパンドレル部内のPSC設置・更新工法
2．発電量等のPSCの有効性確認

（目的）
上記課題を明らかにすることで、PSCの特徴を生かし、さらに壁面設置コストを低減し、
社会実装を加速化させる

＜2024~2028年＞実施内容
1. スパンドレル部内を利用したPSC設置方法について、1モジュール設置に要する人工・作業時間を検

証する。さらなる作業性向上に資する建物納まりやPSCシートの施工性、将来の更新作業内容につ
いて検証する

2. ガラス一体型太陽光と今回の設置方法のLCC比較を行い、有効性を検証する
(ガラス一体型のLCCは机上シュミレーション）
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6

（課題）
スパンドレルに垂直設置時の、内部温度・湿度、日照、影など発電に与える影響因子や耐久性と
その劣化因子が不明

（目的）
実測データを基にして、都市部などの影響因子や劣化因子を特定し、それらを適切に反映した
発電評価の手法を確立すること

＜2025年～2028年＞実施内容
1. モックアップ（実際のスパンドレルを模擬した構造体）の実環境での発電量計測、
ガラスによる日照の減衰、反射、散乱の影響の計測・分析を実施

2. 計測・評価結果から、環境要因、劣化要因を特定し、既存の評価手法に反映し、
都市部ビル壁面設置時の発電量評価手法を開発

＜2029年～＞
竣工後、継続的にPSCの発電量の計測評価、上記各検証の妥当性を評価する

研究開発項目・内容②「設置環境での発電性能評価」の実施内容
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7研究・実証の全体スケジュール

研究開発項目

①設置及び
更新方法の

確立

②設置環境
での発電性
能評価

実施スケジュール

4. 高層ビル壁
面へのPSC設
置及び更新に
係る実証

2026

モックアップ準備
計測分析計画

モックアップ計測・分析

発電性能評価手法の開発

20252024 202920282027

作業・更新方法検討
人工・作業時間検証

◼ 24年度はスパンドレル部内の温度シミュレーションとモックアップ準備、計測分析計画の策定を実施
◼ 25年度は実際のスパンドレル部のモックアップを設置し、実際の発電量を計測し、同時に影響因子に
ついて確認を行う

◼ 28年度竣工の「内幸町南タワー(仮称)」のスパンドレル部に実装をし、実建物での発電量計測、影
響因子について確認を行う予定

スパンドレル部内
温度シミュレーション

発電量シミュレーション

LCC有効性検証

実装ビル計測
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8

実施事項 2025.1 2025.2 2025.3 2025.4 2025.5

①共通

②シミュレーション条件の協議・設定

③シミュレーションの実施

④シミュレーション結果の確認・考察

実施スケジュール

▼
交付決定通知

▼
開始

▼
完了

◼背景：高層ビルのスパンドレルは建物周辺に遮蔽物が無い場合、直接長時間の日射を受ける
ためスパンドレル部内が高温環境になることが予見される、PSCの性能や寿命等の品質
影響が懸念される

◼目的：本建物のスパンドレル部内を対象とする年間温度シミュレーションを行い、想定される
スパンドレル部内のPSC表面温度や空気層温度等を明らかにする。次年度以降に実施する
LCC比較へ活用する

◼実施内容：壁面の4方位において、スパンドレル部のガラス種別等に応じたパターン別の年間
温熱シミュレーションを行い、各部の温度を検証する

実施内容（１）「設置及び更新方法の実証」



一般 取扱注意 東京電力ホールディングス株式会社 2025.7.16

9

◼解析概要・手法

1. 時刻別の年間温度解析を行い、季節や時間帯による温度推移の傾向を明らかにする

2. シミュレーションには流体の流れや熱伝達を数値的に解析するためCFD解析を実施

3. 気象条件は拡張アメダス気象データ (東京標準年)を使用

解析モデルイメージ

イメージパース 解析モデル

研究成果（進捗概要）温度シミュレーション（１）
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10

◼解析パターン

解析パターンはガラスやPSC等の条件を組合せ，複数パターンで実施

解析パターンイメージ

研究成果（進捗概要）温度シミュレーション（２）
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11実施内容（２）「設置環境での発電性能評価」

◼背景：スパンドレルに垂直設置時の、内部温度・湿度、日照、影など発電に与える影響因子や
耐久性とその劣化因子が不明

◼目的：実測データを基にして、都市部などの影響因子や劣化因子を特定し、それらを適切に
反映した発電評価の手法を確立すること

◼実施内容：
1. モックアップ（実際のスパンドレルを模擬した構造体）の実環境での発電量計測、 ガラスによる

日照の減衰、反射、散乱の影響の計測・分析を実施
2. 計測・評価結果から、環境要因、劣化要因を特定し、既存の評価手法に反映し、都市部ビル

壁面設置時の発電量評価手法を開発

ステージゲート

実施事項 2024
2025 
上

2025
下

2026 2027

①モックアップ準備・計測分析計画

②モックアップ製作/設置工事の実施

③モックアップ計測の実施

④発電量評価手法の開発

実施スケジュール
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12研究成果（進捗概要）モックアップ試験設備概要

◼スパンドレルと同じ寸法、構造のモックアップを製作（4体）

◼各モックアップにペロブスカイト太陽電池を挿入後、東西南北の方角に向けて垂直設置

◼各方面のペロブスカイト太陽電池の発電量、日射量およびスパンドレル内の温湿度を連続計測開始

◼設置場所：神奈川県横浜市（東京電力HD経営技術戦略研究所内）

◼計測期間：2025年7月～2028年3月（予定）

モックアップ試験設備 構成図
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13本発表のまとめ

◼背景と技術課題、実施計画について報告した

◼2024年度実施内容、進捗状況について報告した

（１）設置及び更新方法の実証

更新サイクル，LCC比較に活用するため、スパンドレル部内の温度シミュレーションの

条件設定について検討した

（２）設置環境での発電量評価

モックアップ試験装置による試験計画（試験構造体の検討など）を策定

検討結果を反映した試験装置の構築を進めており、今年度中に計測開始予定

ご清聴ありがとうございました。
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